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序文

多賀城市には、現在37ヶ所の遺跡があり、その総面積

は実に市の 1/4にも及んで、おります。遺跡は私達にとっ

てかけがえのない文化遺産であり、かつ後世に伝えるこ

とが重要な責務であると考えます。

さて、当市は特別史跡・多賀城跡を有し、その地域に

密着した整備 ・活用を図るため、鋭意努力して取り組ん

でおるところであります。そのーっとしての南門復元整

備事業も、今年度開館した東北歴史博物館と相侠って、

当市を活性化するうえで大きな役割を果たしてくれるも

のと、期待しております。

本書は、多賀城跡の東側に隣接する西沢遺跡の発掘調

査の成果を収録したものであります。調査の結果、平安

時代の竪穴住居跡4軒が発見され、古代における多賀城

跡東面一帯の様子がより具体的に把握できるようになり

ました。

最後に、発掘調査や報告書の作成にあたり、多大なご

指導 ・ご協力いただきました方々に対し、衷心よりお礼

を申し上げる次第です。

平成12年 3月

多賀城市教育委員会

教 育 長 楼 井 茂 男



例

1. 本書は平成11年度の国庫補助事業として実施した西沢遺跡第8次調査の成果をまとめたものである。

2. 遺構の名称は第 1次調査からの連番号である。

3. 平面図における座標値は国土座標「平面直角座標系XJを用いて設定した。

4. 挿図中の高さは標高値を示している。

5. 土色は『新版標準土色帖.n(小山 ・竹原 :1991)を使用した。

6. 本書の執筆・編集は当センター職員の協力を得て、相棒清利 ・車田 敦が行った。また、遺物の整理、

図版の作成に際し、 整理員の伊藤美恵子、内海由美子、浦風志恵子、遠藤友美、鹿野智子、熊谷純子、

坂本英美、中村千恵子、村上和恵、渡遺奈緒の協力を得た。

7. 花粉分析は、古環境研究所に依頼した。

8. 本書の作成に際し、本田泰賞氏(東北陶磁文化館)、村田晃一氏(宮城県文化財保護課)の教示を得た。

9. 調査に関する諸記録および出土遺物はすべて多賀城市教育委員会が保管している。
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I . 遺跡の地理的・ 歴史的環境

(1 )地理的環境

本遺跡は、多賀城市市川 ・浮島の両地区に所在している。地形的

には松島丘陵から塩釜方面に向かって派生した低丘陵上の南西端部

に位置し、東西450m、南北700mの範囲を占めている。標高は北側

の丘陵尾根付近で約46m、南側の沖積地と接する付近で約 6mであ

り、 全体としては斜面の合同に大小の沢が入り込んだ景観を呈して

し=る。

今回の調査区は本遺跡の西端部にあたり、A区は北側から南側に

向かって傾斜する舌状丘陵の綬斜面上に位置している。後世の耕作

によってかなり岩盤が削りとられており、地形の改変が著しい。一

方B区は舌状丘陵と舌状丘陵のI自に挟まれた谷にあたるところで、 38・

現在はだいぶ盛土がなされているが、古代においては深い谷が入つ

ていた場所である。調査区の現況は畑であり、標高は最も向い北側

で約32m、最も低い南側で約29mである。

(2)歴史的環境 第 1図多賀城市の位置

142. 

本遺跡の西側には、古代陸奥国府及び鎮守府が置かれた特別史跡多賀城跡が隣接している。今回の調査

区から約100m西側には平安時代の外郭東辺築地があり、その内側には城内で最大の規模を有する実務官街

域が発見された大畑地区が位回している。 一方、東側には奈良 ・平安時代を中心とする造物散布地である

法性院遺跡、高原遺跡が所在している。

本泣跡内では、これまで7度にわたる発掘調査を実施しており、古代から近世にかけての遺構 ・遺物を

多数発見している。本調査区東側の・近接地で行った第3次調査では、平安時代の鍛治工房跡を含む14棟の

竪穴住居をはじめ、中世の建物 ・井戸 ・土壌 ・溝などを発見している。また、束側の沢を隔てた第2次調

査区では、平安時代の掘立柱建物19棟、竪穴住居4棟のほか、計画的に配置された中世の掘立柱建物36棟

などを発見した。出土した遺物には、縄文時代、奈良 ・平安時代、中世、近世の各時代のものがある。中

でも平安時代のものでは、灰和l陶線、緑紬陶器、硯、石帯、馬具、その他鍛治関連の遺物などが出土して

おり、多賀城との関連性を伺わせるものである。

II. 調査に至る経緯と経過

本調査は個人住宅建築に伴うものであり、昨年度よ り引き続き 3ヵ年目となる。本調査地区周辺では多

賀城跡と関連する遺構 ・遺物が数多く発見されていることや、対象区の面積が広大であり、現在畑として

作付けを行っているという現状を考践し、複数年計画の国国1補助事業として実施したものである。

調査にあたり、地権者の意向を受け昨年の調査区南側に二つの調査区を設置し、便宜上東側をA区、西



No. 遺跡名 所在地 立 地 種 別 時 代

酋沢遺跡 市川、浮島 丘陵 集落跡 奈良 ・平安 ・中世 ・近世

2 
特別史跡

市川、浮島 丘陵、後背湿地 国府跡 家良 ・平安 ・中t!!:
多賀城跡

3 法性院追跡 浮島字崎原 丘陵 散布地 奈良 ・平安

4 高原遺跡 浮島字高原 丘陵 散布地 室長良 ・平安

5 
特別史跡

浮島 分自世丘陵 官街、館跡 奈良 ・平安 ・中世
館前遺跡

6 高崎遺跡 高崎、留ヶ谷 丘陵
寺院跡、館跡、

古墳 ・祭良 ・平安 ・中世
築港跡

7 丸山囲古償群 高崎二丁目 丘陵端 1ぬ塚古墳(円境) 古墳(中期)

8 
特別史跡 高崎二丁目

丘陵 寺院跡 奈良 ・平安
多賀城廃寺跡 一丁目

9 東問中窪前遺跡 東田中一丁目 丘陵麓 散布地、館跡 奈良 ・平安 ・中位

10 志引遺跡 東田中二丁目 丘陵 散布地、館跡 旧石器 ・奈良 ・平安 ・中世

11 市川橋遺跡 市川、浮島、高崎 自然堤防、後背湿地 集落跡、水田跡 弥生 ・古墳 ・祭良 ・平安

12 山王巡跡 山王、梅宮 自然堤防、後背湿地 集落跡、水田跡 弥生 ・古境 ・奈良 ・平安 ・中世 ・近世

13 六貫因遺跡 八幡、 E夜間中、高崎 後背湿地 散布地 奈良 ・平安

14 大日北遺跡 高橋字大日北 自然堤防、後背盟主地 散布地 奈良 ・平安

15 大日南遺跡 品橋字大日南 自然堤防、後背湿地 集落跡 奈良 ・平安 ・中世 ・近世

16 新因遺跡 新日、山王、雨宮 自然堤防 集落跡、水田跡 弥生 ・古墳 ・奈良 ・平安 ・中世

17 安楽寺遺跡 新聞字上 自然堤防 散布地 古代 ・中世

第2図 多賀城市内遺跡分布図(西部)

2 



第 3図 大畑地区宮衛の主要遺構と西沢遺跡調査実施地区



側をB区とした。また、 A区中央に実測図作成のための原点 (x=ー 188.010、Y=14.304)を設置し、こ

れを通る南北及び東西方向の軸線をそれぞれの基準線とした。以下、調査経過について記載する。

7月8日、重機による表土除去開始。 7月9日より作業員を導入し、調査機材の搬入及び調査区の環境

整備を行い、 7月12日から遺構検出作業を開始した。この結果、 A区では表土下から直ちに岩盤が現れそ

の上面で遺構を検出した。 B区では表土を含め 6枚の土層を確認し、そのうちV層上面が中世の遺構検出

面であることがわかった。7月23日、 A区の遺構検出状況の写真撮影を行った。7月26日、 A区の一部遺

構掘り下げ開始及びA.B区の測量ピン打ち作業を行った。 7月27日、 A区の1/20平面図作成開始。7月

29日B区の1/20平面図作成開始。8月3目、 A区の竪穴住居跡 (S1431. S1432)の掘り下げを開始し、そ

の都度写真撮影、実測図作成などの作業をおこなった。以後 8月5日、 A区の竪穴住居跡 (SI430)、8月

23日、竪穴住居跡 (SI433)、8月25日、 B区の溝跡 (SD450)等についても掘り下げ作業から同様の手順で

行った。また、 A区のピット群の検討を行ない、断ち割り後平面 ・断面図を作成した。 9月10日、 A.B

区完掘状況の全景写真撮影。9月13日、調査機材の搬出を行い、一切の作業を終了した。

皿. 調査成果

1. 基本層序

A区の基本層序は基本的に、表土下が地山(岩盤)であるが、調査区の西側では谷に落ちる斜面となっ

ており、この部分に堆積土 (B区に対応する H・田 ・IV層)が認められている。一方、谷部のB区には、

岩盤上に厚く堆積層が認められた。ここでは、 B区の基本層序について説明する。

l層:表土層(畑の耕作土)で、現代の満の上に盛られたものである。暗褐色のシルトであり、層厚は20

""30cmを計る。

11層 :調査区全域に堆積するにぶい黄褐色のシルトで、層厚は 5"" 15cmを計る。近世の遺物を含む。

111層:調査区全域に堆積する灰黄褐色の粘土であり、層厚は15cm前後を計る。

IVa層 :調査区東半部に堆積する黒褐色の粘土質シルトで、層厚は10""20cmを計る。中世の遺物を含む。

IVb層 :調査区の西半部に堆積する褐灰色の粘土で、層厚は 5"-'20cmを計る。中世の遺物を含む。

V層 :調査区の全域に堆積していたとみられるが、溝等の遺構によって掘り込まれている。灰褐色の粘土

質シノレトで、層厚は10"-'20cmを計る。平安時代の遺物を合む。中世の遺構検出面。

VI層 :調査区の全域に堆積する黒褐色のシルトで層厚は 5"-'40cmを計る。

W層 :黄白色の地山 ・岩盤層である。

2.発見した遺構と遺物

(1)竪穴住居跡

SI430竪穴住居跡

{位置]A区、中央付近に位置する。

{検出面]地山面で確認された。

{遺存状況]北辺と東辺の一部が検出され、他は削平を受けていた。

{重複]S1433竪穴住居跡、 SK438土境、 S0444溝跡と重複しており、それらよりも古い。

[平面形・方向]残存する部分と主柱穴と想定される柱の位置関係から、長方形をなすものと考えられる。

5 
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f11、 よ色 上健 .考 IlPIIol 土色 土佐 備考

崎純色(l0n3!3) シルト 車占候あり.地山絵、マンガン耳立を含む. lVb 禍灰色(10YR4/I) 結土 地山縫を含む.マンガ;.-1宜、鋭化拐を多量に含む.

H にぷい貧褐色(l0YR4!3) シルト 地111111、マンガン盤、炭化衡を含む. v 灰何色(7.5YR4/2) 結土質シルト 酸化量産、地山段、マンガン段、保を合む.
m 6頁貧栂色(lOYR4/2) 総土 地山段、マンガン敏.i'Iを含む. 明 凪制色(7.針路:/2) シルト 縮性晶り.マンガン段、地IIJ位、i'Iを事録に合む.
lVa 服尚色(10n3/2) 結土質シルト 語量化鉄、マンガy、治山段、炭化物、i'I(大}を合む. v・地山 {岩盤】

mぬ l 土色 土佐 情考 R'fNo. 上色 上位 備考

鈴制7 @ 灰賞縄色村OYR5/2) 結土質シルト 池山陵を合む.マYガン段、鋭化物、

① l尚灰色村OYR5/1l 事占土 11$山粒、侵{大}、画量化量生‘マンガン2立を含む. 療を多量Eに含む.

50448 ⑪ 栂灰色(l0YR5/11 給土 地山鐙を含む.マンガン位、自民化物、

② l貨灰色(2.5Y5/1) 料上 |砂役、際、般化鉄、マンガン畿を合む. 療を多震に含む.

504幻 ⑮ 尚氏色(lOYR5jll 粘土質シルト 際化鉄、マンガン位、僚を含む.

③|にぷい前側色(IOYR4!3)I シルト 康、地山位、織化鉄、...;.-ガン殺を合む. ⑩ 前灰色(2.5Y5/1) シルト 結性あり.像化鉄、地山段、

50450 マンガン絵、多量のliI!を合む.

⑥ JJ<.$l削色(lOYR4/2) シルト 結位あれ地1.1.1徹、マンガン殺、 ⑫ 成灰色(2.5Y5jl) 紡土 マンガン粒、磁を多湿に合む.

小僚を争〈合む. 50452 
⑤ 制l:Ii.色(7.5YR4/1) シルl・ f首位あり、砂まじり.地山段、 ② I:Ii.Pi絢色(I0YR4j2) 車占上 地山車産、マンガン位、僚を含む.

マンガン敏、小僚を多く合む. @ 制灰色(lOYR4j1) 結上 地II~位、 マンガY位、小磁を争』置に~む. .Ill砂を1¥"む.

⑥ 制灰色(IOYR4/1) 粘土 織化鉄、地山敵、マンガン殺、僚を合む. ⑨ 尚灰色(IOYR4/1) 結土 地.[1敏、マンガン敏を合む.

50451 ⑪ l品制色(lOYR3jl) 4出土 地111敏、酸化鉄を少fil合む.ダライ化.
⑫ 111<齢制色(IOVR4j2) l紙上質シルト 地III粒、マンガン絵、鋭化物、組砂を含む. ⑪ 尚灰色(7.5YR4jり 結土 地山積を合む. マ Yガン敏、鋭化物、際世~L.tにáむ.

第4図 B区基本土層図
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第5図 検出遺構配置図
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幡Na. 土色

にぷい貨車E色(I0YR6/3)

2 にぷい貨鱒色(IOYR5/4)

3 灰褐色 (1.5YR4j2)

4 情補色 (7.5YR3j3)

5 絢灰色{釘R5jl)

6 灰縄色 (1.5YR4j2)

7 褐灰色 (5YR4/1)

8 にぶい演燈色(I0YR6/3)

9 灰貨鈍色(I0YR4/2)

10 氏栂色 (1.5YR4j2)

I1 縄灰色(I0YR4jl)

ピット l

にぷい賞燈色(I0Y郎'13)

2 禍灰色 (1.5YR4jl)

3 にぷい賞褐色(IOY陥j3)

A_， 

A 

Q 

pg:13  

S03 + 
EWOO 

T 
∞ 

→31.0∞m 

土性 {崎考

シルト 地IlJfl'lを多量に含む.
シルト 地山敏を多量に合む.

シルト 地山敏を含む.ピット 17縫縦土.

結土質シルト ピット 151世fll土.

シルト 炭化物磁を含む.

シルト 焼土粧を含む.

シルト 使土j粒、カマド脱線土プロックを

争量に合む.

シルト 骨量土、カーボン位、地山小プロックを合む.

シルト 員占り床 ・締り方型車土.

シルト 地山プロァタを多湿に含む.

同占り床 ・姻り方組土.

粘土質シルト

シルト 池山敏を多量に合む.切り取り穴.

シル ト 地山殺を含む.往復跡.

シルート 地111粧を少飯合む.上庖より粘性あり.

鍋り方組土

⑥P3 

府胤

ピット 3

+ S03 
603 

土色

栂灰色 (1.5YR4jl)

2 灰褐色 (1.5YR5/2)

A・
ト

ぜγ ト5(貯蔵穴状ピット)

① 掬灰色 (1.5YR5jl)

② にぷい貧締色(l0YR5j3)
③ にぷい賀補色(lOYR4/3)

ピッ ト6
灰賞縄色(I0YR6j2)

2 灰貨栂色(I0YR5/2)
ピッ ト8

にぷい賞絢色(I0Y百5/3)

2 にぷい貨術色(lOYR5j3)

ピット 9 ピット10
にぷい貨得色(I0YR5j3)

2 にぶい賞褐色(lOYR4j3)

① にぷい鈍何色(lOYR4/3)

② 灰1町絢色(lOYR4j2)

第 6図 SI430竪穴住居跡

その方向は、東辺でみるとほぼ座標北に沿う。

PI 
D 930• 7∞m 

P3 
E 

Bio-4∞m 

そら0.7∞m

物

7∞m 

。 2m 

土佐 | 備考

シルト |地山段、炭化物を少量含む.往盟主跡.

シルト | 池山粧を少量含む.掘り方組土

シルト |地山里立を多〈合む.ill物多〈合む.

シルト |地山小プロッタを多量に含む.

シルト |地山小プロックを若干合む.

シルト |地山殺を多量に含む.

シルト |池山fl'lを少量合む.

シルト |地山磁を少鼠含む.

シルト |上mより給性あり.

シルト 地山段を多量に含む.

シルト 地山車立を多量に含む.

シルト 地LlJプロックを含む.

結土質シルト 地山敏を合む.

[規模]規模は東西方向で4.24mであり、南北方向は2.88m以上を計る。想定では5.25mとなる。

[堆積土]2層認められた。いずれも自然堆積層で、住居周縁部から中央部に向かい堆積している。

{壁の状況]地山を壁としており、残存壁高は約30cmを計る。

{床面の状況}住居の北東、北西隅付近は掘り方埋土を床面としているが、他は地山を床面としている。

[カマド]北辺のほぼ中央付近に位置し、燃焼部のみ検出された。燃焼部の奥壁は住居北壁を掘り込んで

9 
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第7図 SI430竪穴住居跡出土遺物

つくられており、床面は硬く焼き締まり赤変している。カマド前 ・側面には、支脚・袖の補強材をすえて

いたピットが検出された。カマド内の堆積土 (7"'8層)には、焼土粒と浅黄色土ブロックが多量にみら

れ、天井あるいは側壁の崩壊土と考えられる。

{貯蔵穴状ピット]北西隅付近で、径約50cm'深さ30cmの楕円形を呈する土境状のピットが検出された。

位置関係から貯蔵穴の可能性が考えられる。

[柱穴}住居にともなうとみられるピットは17個検出された。このうちピット 1"'4は柱痕跡をもつもの

があることや、住居内の位置関係により主柱穴と考えられる。

[周溝] 北壁東半部から東壁沿いに検出された。 l~ilOcm"，20cm、深さ 2 cm'" 5 cmを計り、断面形はU字形

を呈する。

[出土遺物]堆積土、掘り方埋土、ピット内から若干の土器が出土している。このうち図示できたのは、

土師器杯 ・費、須恵器杯の 3点である。この他に土師器片31点、須恵器片52点が出土しているが、土師器

はすべてロクロ調整のものである。

SI431竪穴住居跡

[位置】A区、中央の南端付近に位置する。

{検出面]地山面で確認された。

[遺存状汎}東辺と北東隅、南東隅が検出され、残存状況は悪い。

[重複JSD444溝跡と重複しており、これより古い。

[平面形 ・方向}検出部分から平面形は、方形を基調とするものと推定される。方向は、東辺でみると

N-80-Wである。

[規模]南北が2.53m、東西がO.55m以上である。

{堆積土]2層認められた。いずれも自然堆積層で焼土粒が混入する。

[壁の状況]地山を壁としており、残存壁高は約15cmを計る。

[床面の状況]地山面を床面としている。

10 



① P2 

c c二ーー→ f-JU， oUUm 
IOIIo. 土色 土性 備考

灰縄色(5YR4/2) シ，レト かた〈しまりあり.焼士、地111プロッ夕、
器級品協 l 炭化物理立を含む.

務~:声援 2 灰赤色(2.町R4/2) シルト かた<t..まりあれよ膚より設が大宮い.

。(0)

ト B・
一-S05

B 
PI -t 

2m (lOCIII) 

3 策縄色(lOYR4/2) シ，レト ピット 1I薩繍土

ピヲト 2
灰褐色(7.5YR5/2) 粘土質シルト|地山敏子を含む.

2 I!疋縄色(7.5YR5/2) 粘土質シルト|均賃.

第8図 SI431竪穴住居跡と出土遺物

2 

[カマド]東辺の中央よりやや北寄りに付設され、燃焼部のみ検出された。カマド底面は硬く焼き締り赤

褐色化している。側壁は地山を削り出して構築している。奥壁中央付近には、深さ 9cmほどの支脚をすえ

たと思われる小ピット (P1 )を検出した。

{その他の施設]北東隅で長軸25cm'深さ33cmの不整楕円形を呈するピッ ト (P2)を検出した。

{出土遺物]堆積土から若干の土器が出土している。このうち図示できたのは土師器小型杯 ・護の 2点で

ある。この他に土師器片24点が出土しているが、いずれもロクロ調整のものである。

SI432竪穴住居跡t

{位置]A区、南半の中央よりやや東寄り、S1431竪穴住居跡の北側に位置する。

{検出面]地山面で確認された。

[遺存状況}カマド周辺を含む北辺の一部が検出され、それ以外は削平されていた。

[重複]SK438土境、 SD444・SD446溝跡と重複しており、それらより古い。

[平面形・方向]検出部分から平面形は、方形を基調とするものと推定される。方向は、北辺でみるとE-

90-Sである。

[規模]東西が2，85m以上である。

[堆積土]6層確認されいずれも自然堆積層である。

[壁の状況]地山を壁としており、残存壁高は約21cmである。

[床面の状況]地山面を床面としており、カマド周辺はやや床面レベルが低くなっている。

[カマド]北辺のほぼ中央に位置するとみられ、燃焼部のみ検出された。燃焼部の奥壁は住居北壁を掘り

込んで作られている。側壁は残存してないが補強材をすえたとみられるピットが2個検出された。カマド

底面は非常に硬く焼けている。カマド内堆積土4層は浅黄色粘土小ブ、ロックを多量に含むことから、天井

あるいは側壁の崩壊土と考えられる。

11 
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IMNo. 土色 土佐 備考

灰賞筒色(JOYR6/2) シルト 地山粧を多量に合む.

2 灰質事品色(lOYR6j2) シルト 地山総を多』置に含む.
上勉より若手粘性が強い.

3 後赤色(2.5Y貯/3) シルト 地llt枝を若干合む.

4 誠尚色(2.5YR7 /3) シルト 鋭化物枝、浅鈍色粘土小プロック、
土器片を含む.

5 灰絹色(7.5YR5/2) シルト 炭化物位、焼土プロックを多湿に含む.

6 にぷい居!f!I(2. 5YR6/3) シJレト 地山般を合む.

貯縦穴状ピッ ト

I 11頁掲色(5YR5j2) シルト iかたくしまりあり.地山小プロックを合む.

2 11死絢色(5YR4{2) シルト lかた〈しまりあり.上層より少ない.

~tl堕カマド酋側鳩渦
I 1I頁錫色(7.SY防/2) シルト i地山敏を合む.

ピット l
にぷい貨極色(IOYR7{3) シルト 均質.

2 灰絢色(5YR5/2) シルト 地山積を合む.

3 91褐色(5YR5/2) シルト 燐士、地山粧を含む.

4 灰鈍色(7.5YR5!2) シルト 上庖よりしまりなL.池山位を争〈合む.

ピット2

①Ii皇賞色(2.5Y7/3) シルト l均質.

② l禍灰色(7.5YR4{1) シルト 1I也山獄、小プロックを多量置に含む.

ピγト3

I 11員旅I!l色(2.5Y7/3) シルト 1I曲山プロックと、茶渇色シルトが混じる.

4 

外面.lI 1 内面滅型車

非ロクロ |へラミガキ、胤色処F臣

ロタロナデ |へラミガキ、 l叫色処理

ロクロナヂ |へ予ミガキ、鰯色処観

平行叩曹のちロクロナデ 11自転ハケメ
体部手持ちヘラケズリ |へラナデ

第9図 SI432竪穴住居跡と出土遺物



{貯蔵穴状ピッ ト]北西隅付近に径約50cm、深さ約35cmの不整円形の土墳状ピットが検出された。位置関

係から貯蔵穴の可能性が考えられる。

{柱穴}住居床面から 7個のピットか喰出されたが、柱穴と考えられるものはない。

[周溝]カマド両側の壁際直下において部分的に確認された。幅9cm、深さ 5cmを計り、断面はU字形を

呈する。

[出土遺物]堆積土、カマド内、ピッ トから若干の土器が出土している。このうち図示できたものは土師

器蓋 ・聾の4点である。この他に土師器片23点(内ロクロ調整12点 ・非ロク口調整3点 ・不明 8点)須恵

器片 3点、灰粕陶器片 l点、平瓦片 l点がある。

SI433竪穴住居跡

[位置]A区、ほぽ中央S1430竪穴住居跡の東側に

接する。

[検出面}地山面で確認された。

[遺存状況]残存状況は非常に悪く、カマドの一

部のみが検出された。

{重複]SI430竪穴住居跡、 80444溝跡と重複して

おり、それらよりも古い。

{平面形 ・方向}残存している煙道の方向からお

よそ座標東より若干南に振れる程度とみられる。

{堆積土]2層認められた。 1層が炭化物 ・焼土

粒を多量に含む煙道部の堆積土で、 2層が燃焼部

奥壁堆積土である。

⑨ f 

。 2m 

備考

炭化物粒、焼土設を多Jllに含む.

地山プロックを多量に合む.

[カマド]燃焼部の奥壁と、煙道部が残存してい 第10図 51433竪穴住居跡

た。煙道は長さ70c潤・幅20c却を計り、先端はピット状になっている。また、カマドに伴うとみられる焼商

が、 SI430竪穴住居跡床面上より検出された。

[出土遺物]遺物は出土していない。

(2)溝跡

50444溝跡

[位置]A区、中央の南半部に位置する。

[検出面 ・重複}地山面で確認された。SI430・43ト 432・433竪穴住居跡、 SK438・455土墳と重複してお

50科4

E 
吋 31，3∞m

50446 

8' 
← 

E 

。

鵬1¥¥).1 土色 |土佐I 備考

鈎444

uにぷい貨縄色(I0YR5/3)1シルト1地山紙、マンがシ栓を合む.

50445 
50445 

I I灰賞色 (2.5YR6/2) |シルトIl曲山殺を含む.しまりあれ

q c;・31，3∞m
2 IIItl灰黄色 (2.5YR5/2) IシルトIJ也山総を含む.しま りあり.

LI_I清灰貨色 (2，5YR4/2) 1シルト11$山粧を合む.よ庖より Lまり、粘位、ややあり.

50446 

I 1にぷい貨尚色(I0YR4/3)1シルトI地山枝、 地山プロック、援{石)、 マンガン般を含む.

5X454 
2m 

SX4S4 
I Iにぷい賞櫨色 (I0YR6/3)Iシルト|地山プロッヲを多量Eに含む.

第11図 S0444-446溝跡・ SX454
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り、それらより新しい。

{方向 ・規模)南北方向にほぼ直線的に走る。方向はN-lOO- 1Vである。確認された長さは約7.8mで、最

大幅1.2m、深さ10cmを計る。

[堆積土) 1層認められ、地山粒を含むしまりのない土層である。

[壁 ・底面]底面は平坦で壁はゆるやかに立ち上がる。底面レベルは北から南へ向かつてゆるやかに傾斜

する。

{出土遺物]図示できた遺物は堆積土出土の近世の磁器碗 l点である。これらの他に近世の陶器破片 2点、

土師器片17点、須恵器破片20点、古代の瓦片2点、剥片 l点が出土している。

SD445溝跡

[位置]A区、南東隅に位置する。

[検出面 ・重複]地山面で確認された。SD446溝跡と重複しており、これより新しい。

{方向 ・規模]ほぽ直角に屈曲する部分が検出さ才L、東端 ・南端はいず、れも調査区外へと延びる。確認で

きる長さは約5.4mで、最大幅90cm、深さ25'"'-'45cmを計る。

[堆積土)3層認められいずれも自然堆積層である。l層は溝の南側にオーバーフローして堆積する。

¥唱主J 3 

6 
-~ 

。 lOc圃

7 ""， ;.":.;・・・3
、，".'， 

色‘'
8 、とこ二フl

単位:岨

番 号 個別 器姐 選繊 . ~位 外面開聾 内面開盤 残存 口径 底後 総高 備考 写真図版 まま録番号

隊~ 事司 504制 h植樹土 破片 (3.6) J!l!泊東海、年代 19C中議 6 -14 81 
2 陶器 l雷鉢 50446地積土 ロクロナデ ロクロナデ‘筋目 破片 年代 18C 6 -16 釦

3 磁器時 鉢 S0447機敏土 指頭状抑圧文 破片 (23.0) 農地瀬戸?、年代 19C中築 6 -15 82 
4 陶器 加鉢 S0447機繍土 ロクロナデ ロクロナヂ‘筋自 自民片 年代 18C 6由 17 78 
5 無罰h陶告書 聾 S0448継続土 ロクロナデ ロクロナデ 破片 E草地東海、年代中位 6-10 101 
6 かわらけ m S0452堆車種土 ヨコナデ ヨコナデ 破片 03.2) 手づくね 110 
7 無制陶器 蝿 S0452継続土 自然紬 へラナヂ 破片 i!l!地東海、年代中世 6 -12 63 
8 無給，.l1li 建 S0452 J盤僚土 自然紬 へラナデ 破片 産地東海、年代中世 64 

得 号 組別 i盟締 .M位 特徴 備考 lJ登録番号

9 事F平瓦 150453縫領土 I [凹函l布目 {凸碕]剥緩 」旦illil.:ヘラがき f新』 ~ 

第12図 SD444--448・452・453溝跡出土遺物
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[壁 ・底面]断面の形状はゆるいU字状で、底面は凹凸が著しい。

[出土遺物]図示できる遺物はないが、堆積土より土師器蛮の破片3点が出土している。

S0446溝跡

[位置]A区、東半に位置する。

{検出面 ・重複]地山面で確認された。S1432竪穴住居跡、 SK434土境、 S0445溝跡と重複しており、 S1432

竪穴住居跡より新しく、 SK434土墳、 S0445溝跡より古い。

{方向 ・規模}南北方向に走り、調査区南東隅で東へと分岐する。方向はほぼ座標北に沿う。確認された

長さは13.3mで、最大幅1.6m、深さlOcmを計る。溝内には不整形の土墳状落ち込みが3ヶ所確認された。

[堆積土] 1層のみで、 地山粒 ・ブロックを多量に含んでおりしまりがない。

{壁 ・底面]底面は凹凸がみられるが、壁は内湾ぎみにゆるやかに立ち上がる。底面レベルは地形の傾斜

に沿う。

[出土遺物]堆積土より近世の陶器揺鉢2点が出土しており、このうち図示できたものは l点である。こ

れらの他に土師器片16点、須恵器片 5点、赤焼き土器片 l点、灰紬陶器片2点が出土している。

S0447溝跡

[位置]B区、東壁際に位置する。

[検出面 ・重複]IVa層上面で確認された。 S0448溝跡と重複しており、これより新しい。

{方向・規模]南北方向にほぼ直線的に走る。方向はN-60-Eである。確認された長さは約9.8mで、幅

1. 2m以上、深さ約40cmを計る。

[堆積土] 1層のみ確認された。

{壁 ・底面]底面は丸底ぎみで、壁はゆるやかに内膏して立ち上がる。

[出土遺物]図示できた遺物は、堆積土出土の近世の磁器鉢、陶器播鉢の 2点である。これらの他に土師

器片2点、須恵器片8点、古代の瓦片6点が出土している。

S0448溝跡

{位置]B区、東壁付近に位置する。

[検出面 ・重複]地山面で確認された。IVa層におおわれS0447溝跡と重複し、これより古い。

[方向 ・規模]南北方向に走り、検出した南端付近ではやや東に曲がる。

[堆積土]1層のみ確認された。

[壁 ・底面]底面はほぼ平坦で、 壁は外傾しながら立ち上がる。

[出土遺物}図示できた遺物は、堆積土出土の中世の無紬陶器謹 l点である。これらの他に土師器片 3点、

須恵器片22点、赤焼き土器片2点、古代の瓦片5点が出土している。

S0449溝跡

{位置]A区、 南西隅付近に位置する。

[検出面 ・重複]IV層上面で確認された。

[方向 ・規模]東西方向を基幹とし、東端近くでは北側と南側に張り出しを持つ。確認された長さは4.2m 

で、幅O.6m、深さ25cmを計る。張り出し部分は、長さ 2m、幅O.8mである。

[堆積土]2層認められ、土相は困層土に類似する。

[壁 ・底面]底面は丸底ぎみで、聞きながら直線的に立ち上がる。
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[出土遺物]図示できる遺物はないが、堆積土より土帥器片5点が出土している。

S0450溝跡

[位置]B区、ほぽ中央付近に位置する。

[検出面 ・重複]Nb層に覆れ、 V層上面で確認された。SD451・S0453溝跡、 SK435土墳と重複しており、

S0453溝跡、 SK435土墳より古く、 S0451溝跡より新しい。

[方向 ・規模]南北方向へやや西に蛇行しながら走る。確認された長さは約11mで、最大幅 2m、深さ30

"-'50cmを計る。調査区の北壁近くには、長軸1.74m、短軸60cm、深さ20cmの隅丸長方形を呈する土墳が付

属している。

[堆積土]調査区南壁断面では 3層認められ、下層ほど粘性が強くなる自然堆積である。

実主尋 ィ〆
2 

》-:::1=:マ

'~ Qff 
5 

ιよコ て不7 更ぞ 「竺プグ
7 9 

電診
立さd) 立ヲ

12 

⑨ 13 

14 
10 

Eミ~7J
。 10cm 

単位;田

需号 般jJlJ 鑓舗 遺構・婦位 外面随m 内蘭鋳鐙 銭存 口径 正H量 理gi¥l 備考 写真図版 まま録標号

土師総 停 SD45D唯積土 ロクロナヂ、底部闘転糸 ヘラミガキ、 口線~底部 06.6) 6.2 5.9 3 
切り4 手持ちヘラケズリ 風色処理

2 赤妨害土器 杯 SD450喰積土 ロクロナデ、 ロクロナデ 口線~底榔 03.0) (6.8) (2.7) 6-4 16 
底都回転糸切り

3 赤骨量き土保 高台付杯 S04弱地獄土 ロクロナデ ロ9ロナデ 体部~底部 (5.8) 15 

4 灰剥l絢穏 耳m SD4閃』桂績土 i底部回転ケズリ 体部-?'li台 (5.3) 22 

5 白隠 SD4切地積土 舷p，. 産地中間、年代中世 31 

6 須耳~~ 長顕Jfli S04問機償土 ロクロナヂ ロ?ロナヂ "'"徳 10.0 76 

7 かわらげ SD450地積土 ロクロナデ、 高台 (5.6) 住状高台 6-5 17 
底舗回転糸切り

8 かわらけ S0450喰関土 ロタロナヂ ロヂロナデ 1/3 (7.7) (1.9) 2.0 柱状荷台。 18 

9 赤燐き土l1li 杯 S0450格的土 ロデロナヂ、 ロ縁~底部 03.5) 5.9 3.5 6-6 13 
Iif錨回転糸切り

10 無制l陶総 狸 S0450脱税土 ロタロナヂ ロタロナデ 破片 産地在』也、年代中世 6・・11 ω 
11 無紬陶宮語 !I! S0450 j陸自白土 格子の押印 へラナデ 破片 i1lt地策滅、年代中世 6 -13 54 

番号 般jJlJ l1'I~'t .筋位 f/J 徴 :隠さ 鋪 厚さ mJl(g) 孔径 備考 写n凶版 鐙録番号

12 円aII状土製品 S0450 j極秘土 須恕~袋 3.1 2.6 0.9 10 6-9 93 

13 土鍾 SD450堆積土 外磁オサエ 4.2 1.9 1.8 10 0.65 6-7 91 

14 円盤状土製品 SK435B地積こ仁須!!!器拠.'1'行叩曹 2.5 2.5 1.5 10 6-8 92 

第13図 S0450溝跡、 SK435B土壌出土遺物
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第14図 5D450・452溝跡出土遺物(瓦)
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番号 組別 遺精 宇寺 徴 制' 考 登録~号

平瓦 S0450 [e緬} 布目→ナヂ {凸面l ヂタキ→凹~l台任事主 IIB-b鎖 36 
2 平瓦 S例50 I凹函}布鴎ーキナデ [凸面lデタキ4 凶型台圧彼 IIB-桜蝦 32 

3 平瓦 S0452 [凹蘭}布日‘{糸切り耳1)司ナデ [凸面}ナデ IA煩 43 
4 平瓦 S0450 [回前]布目→ナヂ [凸面1デタキ→!!!Ilrl台庄司Z IIB-blll 38 
5 平瓦 S0450 [凹商]布目、 [凸面}タヂキ→タタキのつぶれ UB-aJ罰 33 
6 平瓦 50450 [巴l面i)布目、司ナデ [1当面]ナデ M頬 45 
7 平瓦 S0450 I凹而}布目、{糸切り痕}→ナヂ [凸面1ナデ IA叛 44 

8 丸瓦 50450 [凶箇]布目、(粘土級lCll[凸面1??キ→ロ 9ロナデ 日頗 48 
9 丸瓦 鈎450 [l!!Iiliil布団 [凸iJn!ロク ロナデ IIB類 51 
10 丸瓦 S0450 [1!!Iilii!布目、側繍榔へラケズリ、 ー侮ナデ {凸面]ロタロナデ→縦方向ケズリ 下伊A崎野*第3鰍の蕊縁部分{形態B2、妓法n) 47 
11 丸瓦 50450 [!!!I孤l;{fj目 [凸iJn!ロクロナデ DB鎖 50 
12 平瓦 ぬ452 [!!!I悶1布目 [凸砺1111タタキ4 凶型台圧綴 Il B-b~買 40 
13 平瓦 S0452 [!!!IiJnl来切り痕、侠骨娘、布目司ナデ [8面lナデ 1 A'煩 42 
14 平瓦 S0450 [但l筒}布目 [8揺!?タキ Hω田 35 
15 平瓦 S例50 [使i福1布目→ナデ [凸凶]ヂタキ→回型台庄If，( US-b鍍 37 

*瓦の分類の肉、No.IOは下伊場野翼連跡訴の分類を、イ也は多賀減跡の分類を使用した。

第14図 S0450・452溝跡出土遺物(瓦)

[壁・底面]底面は北半では船底状であるが、南半では凹状をなす。壁は底面からゆるやかに立ち上がり、

上方で開いている。

[出土遺物]堆積土から多量の遺物が出土した。その中で図示できたのは、かわらけ2点、中世の無紬陶

器翠2点 ・白磁片 l点、 土師器杯 1点、須恵器瓶1点、赤焼き土器杯2点 ・高台付杯 l点、灰紬陶器耳皿

1点、古代の瓦12点、土錘 l点、円盤状土製品 1点である。これらの他に、土師器片855点、須恵器片773

点、赤焼き土器片82点、古代の瓦片161点、緑紬陶器片 1点、灰紬陶器片 3点、青磁片 l点、無軸陶器片8

点、羽口片2点が出土した。

S0451溝跡

[位置]B区、ほぽ中央S0450溝跡の西側に接する。

[検出面 ・重複]V層上面で確認された。S0450溝跡と重複しており、これより古い。

{方向・規模]ほとんどがS0450溝跡に壊されているため西辺の一部のみが検出された。このため方向につ

いては不明瞭であるが、座標北に対してはやや西に偏する程度であろう。確認された長さは約8mで、 |隔

は調査区南壁断面での観察では2.8m以上、深さは50cmを計る。

{堆積土]調査区南壁断面の観察では 6層に分層され、いずれも自然堆積である。

[壁 ・底面]底面は皿状をなしており、壁はゆるやかに立ち上がる。

[出土遺物]図示できる遺物はないが、堆積土より土師器片8点、須恵器片18点、赤焼き土器片 6点が出

土している。

S0452溝跡

[位置]B区、南西偶に位置する。

[検出面 ・重複]Nb層に覆われ、 V層上面で確認された。S0451溝跡と重複しており、これより新しい。

[方向 ・規模]部分的な検出のため定かでないが、南北方向の溝が西へと屈曲するところではないかと考

えられる。幅は 3m以上、深さ80cmを計る。

[堆積土]5層に分層されるが、いずれも粘土化した土である。

[壁 ・底面]底面は丸底風で、壁はゆるやかに内奄しながら立ち上がる。

[出土遺物]図示できた遺物は、かわらけ片(手づくね) 1点、中世の無紬陶器2点、古代の瓦片 3点で

ある。これらの他に無粕陶器片2点、土師器片371点、須恵器片402点、赤焼き土器片42点、灰紬陶器片 l

点、内面に摩耗痕のある須恵器塾片 l点、古代の瓦片側点、砥石 I点が出土している。

18 



S0453溝跡

[位置]B区、北半の中央付近に位置する。

[検出面 ・重複]阻層上面で確認された。 SK435土壌と重複しており、これより古い。

[方向・規模]SK435土墳より南側では約10。西に偏しているが、それより北側では屈曲し約35。西にさら

に偏する。確認された長さは約 5mで、幅70cm、深さ30cmを計る。

{堆積土] 1層のみ確認された。

[壁 ・底面]断面はU字形をなしており、壁は底面からゆるやかに立ち上がり外傾する。

[出土遺物]図示できる遺物はないが、堆積土より中世陶器片 l点、 土師器片27点、須恵器片55点、灰紬

陶器片 1点、古代の瓦片12点が出土している。

S0457溝跡

B区、ほぽ中央付近に位置する。地山面で確認された。SK435・SK437土壌、 S0450・S0453溝跡と重複して

おり、それらより古い。およそ南北方向に走るとみられるが、部分的にしか検出されていないためその全

容は不明で、ある。

(3)土壌

SK434土壌

[位置]A区、北東隅付近に位置する。

[検出面 ・重複]地山菌で確認された。SD446溝跡と重複しており、これより新しい。

{平面形・方向 ・規模]平面形は不整椅円形をなし、その長軸方向はN-330-Eである。規模は長軸1.3m、

短軸60cm、深さは13cmである。

{堆積土]1層のみで、地山の磯を多量に含んでいる。

{壁 ・底面}底面中央付近がやや盛り上がり、 壁は内湾しながらゆるやかに立ち上がる。

{出土遺物]図示できる遺物はないが、堆積土より須恵器饗破片 l点が出土している。

SK435A.B土壊

{位置]B区、中央よりやや北寄りに位置する。

{検出面 ・重複]困層上面で確認された。SD453溝跡と重複しており、これより新しい。

[平面形 ・規模]Aの平面形はほぼ円形をなし径1.25mを計る。その 5........15cm内側には同様の円形プラン

で土層の違いが認められ、その底面の一部には木片が巡っていた(B)。深さはAが44cm、Bが40cmを計

る。Bを掘り方埋土とみれば、井戸の可能性も考えられる。

[堆積土]7層に分層され、 1........4層は下層ほど粘性が強くなる自然堆積土である。5........7層は、自然堆

積土か人為堆積土か区別できなかった。

{壁 ・底面]Aの底面はほぼ平坦で‘あり、壁は直線的に外傾する。Bの壁は西側でオーバーハングするが

他では直線的に立ち上がる。

[出土遺物]図示できる遺物はないが、 Aの堆積土より近世陶器碗片 l点 ・謹片 l点、土師器片20点、 B

より土師器片5点、須恵器片 7点、古代の瓦片 2点、円盤状土製品 l点が出土している。

SK436土壌

{位置]A区、ほぽ中央北壁際に位置する。

[検出面 ・重複]地山面で確認された。重複はない。
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{平面形・方向 ・規模]平面形は不整隅丸長方形で、その長軸は東西方向に近く、 E-20-Sである。規模

は長軸1.08m、短軸75cm、深さ20cmを計る。

{堆積土J1層のみ確認された。

[壁 ・底面]北壁は急に立ち上がるが、他の壁は比較的ゆるやかに立ち上がる。底面は平坦であるが、中

央付近でわずかに段がみられる。

[出土遺物]図示できる遺物はないが、堆積土より土師器片4点、須恵器片 l点が出土した。

SK437土壌

[位置]B区、ほぽ中央のやや北寄りに位置する。

{検出頭 ・重複}地山面で確認された。SK435土境、 SD457溝跡と重複しており、前者より古く、後者より

新しい。

{平面形 ・方向 ・規模]平面形は不整な精円形をなし、その長軸方向はN-570
- Eである。規模は長軸59

cm、短軸43cm、深さ24cmを計る。

[堆積土J2層確認され、いずれも自然堆積土で、粘性が強い特徴をもっ。

[壁 ・底面]底面は丸底ぎみで、壁は肉薄しながら立ち上がる。

{出土遺物]図示できる遺物はないが、堆積土より土師器片 l点、須恵器片2点が出土した。

SK438土壌

[位置JA区、ほぽ中央よりやや南寄りに位置する。

[検出面 ・重複]地山商で確認された。S1432・433竪穴住居跡、 SD444溝跡と重複しており、 SD444溝跡よ

り古く、その他より新しい。

[平面形 ・方向 ・規模]平面形は不整方形を呈していたと思われ、方向は残存する東辺でみるとN-160
-

Wである。規模は長軸1.3m、短軸75cm以上、深さ22cmを計る。

{堆積土J3層に分けられ、いずれも自然堆積土である。

[壁 ・底面]底面は起伏があり、壁は急角度で立ち上がる。

[出土遺物]図示できる遺物はないが、堆積土より土師器片(ロク口調整) 2点、須恵器片 l点が出土し

た。

SK439土壌

[位置JA区、ほぽ中央よりやや西寄りに位置する。

[検出面 ・重複]地山面で確認された。重複はない。

[平面形・方向 ・規模]平面形は楕円形をなし、その長軸方向はN-20-Wである。規模は長軸81cm、短軸

59cm、深さ14cmを計る。

{堆積土J1層のみ確認された。

[壁 ・底面]断面形はm状を皐し、 一部底面中央付近にくぼみがある。

{出土遺物]遺物は出土していない。

SK440土績

{位置JA区、ほぽ中央よりやや西寄りに位置する。

[検出面 ・重複]地山面で確認された。重綾はない。

[平面形 ・方向 ・規模]平面形は円形を呈する。規模は径64cm、深さ15cmを計る。
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府民h 土 色 i土 性 備 考

SK434 
にぷい鏑績色(lOYR4/3) 1 シルト 1$山却を多t置に合む. しまりなし.

SK435 A.B 

l情灰貨色(2.5Y4/2) シルト 酸化鉄、地山鋭、マンガン絵、遺物片、石を含む.

2 灰賛縄色(lOYR4/2) 粘土質シルト 級化量生、マンガン段、地山微を合む.

3 栂灰色(IOYR4/1) 粘土 重量化鉄、マンガン段、地山胞を含む.

4 縞灰色(lOYR5/1) 粘土 監査化鉄、マンガン敏.J也山粒.炭化物を合む.

5 崎灰鈍色(2.5YR4/2) 粘土質シルト 属量化鉄、マンガン段、地山殺を含む.しまりあ れ

6 灰前掲色(lOYR5/2) 砂賞結土 酸化鉄、マンガン段、絶山殺を含む.しまりあり.

7 制灰色(7.5YR4/1) 粘土 マンガン枚、地山2立を合む.LまりなL.
SK436 

1 1にぷい貨縄色(lOYR4/3) 1 シルト 餓化鉄、マンガン枚、地山紙、炭化物、焼土を合む.

SK437 

I Iにぶい貨絢色(lOYR4/3) 1粘土質シルト i般化鉄、マンガン殺を含む.

LI鴫褐色(lOYR3/3) 結土 1餓イ包鉄、マンガン枚、地山鋭を合む.

SK438 

灰術色(5YR5/2) シルト 給性なし、しまりあO、地山粧を合む.

2 に..!:ぃ貨拘色(IOYR6/3) シルト 給綾なし、しまりあり、地ILJ般を合む.
地山小プロックを含む.

3 灰貨補色(lOY陥/2) シルト 粘伎なししまりあり、地山粧を合む.

t也山小プロッテを含む.

SK439 

1 1にぷい針怨色(IOYR6/3) I シルト i地山位を少盛合む.

SK判。
I Iにぷい貸借色(IOYR6!3) 粘土質シルト |均賃.

SK44 1 

1 1I疋絢色(7.5YR5/2) シルト l均質.炭化物肢を若干合む.

2 Iにぷい貨笹色(lOYR6/3) 砂ftシルト 1地山小プロックを少股含む.

SK442 

ag補色(lOYR3/3) 粘土質シルト|地山枚、 マY:I!ン敏を含む.

SK443 
E膏縄色(lOYR3/3) 給土 Il塩山枚、マンガY枝を合む.

SK455 
締灰色(7.5YR6/5) シルト 1地111粧を多鑓に含む. I 
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[堆積土] 1層のみ確認された。

[壁・底面]底面は起伏があり、壁は直線的に聞きながら立ち上がる。

{出土遺物]遺物は出土していない。

SK441土壌

[位置]A区、北西隅付近に位置する。

[検出面 ・重複]地山面で確認された。重複はない。

[平面形・方向 ・規模]平面形は楕円形をなし、その長軸方向はN-320-Eである。規模は長軸68cm、短軸

43cm、深さ24cmを計る。

{堆積土] 2層に分けらオL いずれも自然堆積土である。

[壁 ・底面]底面は船底状にくぼみ、壁は南側はゆるやかに開き、他は比較的急に立ち上がる。

[出土遺物]遺物は出土していない。

SK442土壌

[位置]B区、ほぽ中央付近に位置する。

[検出面 ・重複}地山面で確認された。SX457と重複しており、これより新しい。

[平面形 ・方向 ・規模]平面形は隅丸長方形を呈するが、 一段下げると不定形になる。その長軸方向は

N-90
- 1Vである。規模は長軸50cm、短軸40cm、深さ24cmを計る。

[堆積土] 1層のみ確認された。

{壁 ・底面}底面、壁面とも起伏があり一定していない。

{出土遺物}図示できる遺物はないが、堆積土より中世の無柚胸器片 l点、 土師器片12点、須恵器片 l点、

赤焼き土器片 l点が出土している。

SK443土塘

{位置]B区、南半のやや東寄りに位置する。

[検出面 ・重複]地山面で確認された。重複はない。

[平面形 ・方向 ・規模]平面形は不整楕円形をなし、その長軸方向はN-450-Eを計る。規模は長軸57cm、

短軸39cm、深さ35cmを計る。

[堆積土] 1層のみ確認された。

[壁 ・底面]断面形はU字形を呈する。底面はほぼ平坦で、壁は内萄ぎみに立ち上がる。

[出土遺物)図示できる遺物はないが、堆積土より土師器片 l点、須恵器片 l点、古代の平瓦片 l点が出

土している。

SK455土壌

{位置]A区、中央付近のやや南寄りに位置する。

[検出面 ・重複]地山面で確認された。SI430竪穴住居跡、 SD444溝跡と重被しており、それらより古い。

{平面形・方向 ・規模]平面形は隅丸方形を呈していたと思われ、その方向はN-1 o_Eである。規模は西

辺で1.85cm、深さ14cmを計る。

[堆積土] 1層のみ確認された。

[壁 ・底面]底面は起伏があり、壁と底面の境は明瞭でない。

[出土遺物]遺物は出土していない。
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番苦手 樋耳目 総随 組区 ・層位 外国間躯 内面調豊臣 残存 口径 底径 ilIIill 備考 笠録番号

土師総 杯 A区 l-U ロクロナヂ へラミガキ、 J且色処竣 1/4 12.8 6.6 3.5 4 

2 土直面告書 杯 B区 l-V ロタロナデ、応部回転ヘラケズリ ヘラミガ寺、 J高色処理 1/5 14.0 8.2 3.9 写u図版6-2 2 

3 赤燐き土器 寓台付事干 B底 l-IV. ロクロナデ ロクロナデ ~I唱晶 6.4 14 

4 9<，歯肉僻 司曲 B区 l-IV. ロクロナヂ ロクロナデ 体~底 (4.2) 77 

5 陶lII! 館鉢 B区 ~-IVa ロ?ロナデ‘g節目l転へ?ケズリ ロ7Pナデ 体-g (9.8) t置t由来海‘年代中世 99 
6 須恵鵠 理 B区 l-lVb 平行叩き{穿孔あり} ロクロナデ、勝粍彼あり 破片 98 

7 灰紬陶器 碗 8~ l-1Vb ロテロナヂ、底衛問転へラケズリ ロクロナヂ 体~庇 7.1 21 

s 灰納陶器語 腕 S区 l-lVb ロデロナデ ロデロナデ 体~底 6.4 19 

番号 個別 地区 .m位 特徴 備考 登録番母

9 平瓦 B区 l-IV. l胆I筒}斜め純子タタキの短観 [凸国]布目→布目 1 C-b頼 34 
10 平瓦 B区 l-m [也I面il布自『ナデ、 エ兵銀 {凸面Jftタタキ自4 デタキのつぶれ 目8-a顕 39 
11 丸瓦 81K L-D1 [胆I回J(給土誼i悠}布目 {凸蘭JAlタデキ『ロクロナヂ 11稲 52 

12 司再瓦 B区 L-m [I!!I街1布目→ナヂ [凸街}タタキ→凹豊富台a線 118-b斯 幻

13 平瓦 SIK L-IU [I!!I節}ナデ {凸iliilナデ 1 A<<罰 49 

番号| 組閣J 地区 .m位 | 特徴 長さ | 鍋 I'l吉 1m畳(a)I 戸乎I4_L 砥石 B区 l-W _l4箇底面あり 7.0 I 2.9 2.1 I仇 7I 

第16図基本層出土遺物
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(4)ピット群

SP456 

A区北半のほぼ中央付近、地山面で確認された。全部で13個のピットが検出された。この内 l個はSX453

と重複し、これより新しい。その中で柱痕跡が認められたのは 2個であるが、配置状況に規則性は認めら

れなかった。ピットは径が15cm'" 20cmのものと、35cm"'60cmのものとがある。深さは10cffi'"'-'40cmまであり、

一定していない。遺物は出土していない。

(5)性格不明遺構

SX454 

[位置]A区、中央の北壁付近に位置する。

[検出面 ・重複]地山面で確認された。ピット群の l個と重複しており、これより古い。

[平面形 ・方向 ・規模}コーナーが丸みを持った]状を呈している。規模は南北が1.4m前後、東西が1.2

m前後、深さは 2cffi'"'-'14cmを計る。

[堆積土]1層のみ確認された。

[壁 ・底面]底面は凹凸が激しく、規則性はみられない。壁はやや内湾ぎみに立ち上がる。

[出土遺物]遺物は出土していない。

3.遺構外出土の遺物 (第16図)

基本眉(I'" V層)および撹乱土より各種の遺物が出土している。基本層からは土師器、須恵器、赤焼

き土器、灰紬陶器、緑紬陶器、古代の瓦の遺物のほか、 Na.Nb層には中世の遺物が、また、 E層より上

層には近世~近代の陶磁器が混在している。なお、V層からは土師器杯 l点(第16図2)が出土したが、

その特徴より 9世紀前半代のものと考えられる.これらのうち図示できたのは14点である。

N. 考察とまとめ

今回の調査では古代から近世までにわたる遺構 ・遺物を検出している。以下時代ごとに若干の考察を加

える。

1古代

古代の遺構としては、 A区でS1430・431・432・433竪穴住居跡が発見されている。各住居跡からは僅少

な遺物しか出土していないが、その年代的な位置付けを考えてみる。まず、竪穴住居跡出土の大半の土師

器は破片を含めていずれも製作にロクロを使用していることから、表杉ノ入式期に比定でき，平安時代に

位置付けられる。そ して、そのなかでも多賀城周辺で10世紀前葉前後に出現するとされている赤焼き土器

(須恵系土器)を含まないことから、それ以前のおおむね9世紀代と抑えることができる。さらに図示で

きたS1430住居跡出土の土師器部は器高が低く、口径に対して底径の比が0.55と大きいもので、底部は再調

整が施されていることから、9世紀の前半代、下っても中葉頃と考えられる。また、S1432住居跡出土の土

師器護は、体部にロクロ調整以前のタタキ成形痕がみられるもので、このような特徴を持つ聾は多賀城内

では、 9世紀前半とされている第62次調査SI2153竪穴住居跡出土土器群(註 1)から 9世紀第 3四半期と

されている五万崎地区のSK2272土撲出土土器群(註 2)の中に見られる。したがって、本例も同様の幅を

持った年代を考えることができる。以上のことから、 S1430・432住居跡の年代は 9世紀前半~中葉頃と推
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定される。

今回検出した 4軒の竪穴住居跡は、いずれも位置関係からみると重複しているのであるが、直接的な切

り合いを確認できたのはSI430住居跡とS1433住居跡のみで、他はその前後関係を把握できなかった。

2.中世

中世の遺構としては、 B区で検出したS0448・450・45卜 452溝跡、SK442土壌があげられる。おおよそ谷

部を南北の方向に走るもの (SD448・450・451)と、西に屈曲するもの (S0452)とがある。これらの溝は、

今回の調査区の南側に位置する第 4次調査区で検出されている南北方向の溝群 (S0383)と関連しているも

のとみら才L、自然地形を利用した区画溝の可能性も考えられよう。

3.近世
近世の遺構としては、 A区のS0444・445・446溝跡、 B区のS0447・453溝跡、 SK435土壌があげられる。

A区のピット群も不確実ながらこの時期に伴う可能性がある。B区の谷部を南北方向に走るS0448溝跡に連

続すると考えられる溝が第4次調査区でも検出されている。また、S0445溝跡は屈曲して東へと延びている

が、隣接する第 l次調査区でもこの延長上の溝を検出しており、およそ一辺(北辺で)16mの方形区画に

なるものと推察される。

西沢遺跡における古代の遺構は、これまでの調査成果から，奈良時代のものはごく稀で、そのほとんど

が平安時代に入ってからのものである。このような傾向は、西側に隣接する多賀城内の大畑地区官街が平

安時代になってから本格的に整備されるのと時期を同じくしており、また、両地区における鍛治工房群の

存在からしても、陸奥国府多賀城の強い影響下のもとに推移していったことが考えられる。

〔註〕

註 l 宮城県多賀城跡調査研究所 r宮城県多賀城跡調査研究所年報I992J 1993 

註2 宮城県多賀城跡調査研究所 r宮城県多賀城跡調査研究所年報1994.1 1995 

[引用 ・参考文献]

宮城県多賀減跡調査研究所 r多賀城政庁跡本文編J 1982 

宮城県多賀城跡調査研究所 r宮城県多賀城跡調査研究所年報1991J 1992 

宮城県多賀城跡調査研究所 r下伊場聖子祭跡群』多賀城跡関連巡跡発掘調査報告饗第19冊 1994 

多賀城市教育委員会 『西沢遺跡一第 I次調査報告書一Jr山王遺跡ほかJ 多賀城市文化財調査報告書第29~長 1993 

多賀城市教育委員会 r西沢遺跡ー第4次調査報告智一』多賀城市文化財調査報告曾第51集 1998 

多賀城市教育委員会 r悶沢遺跡一第6次調査報告替一』多賀城市文化財調査報告曾第53集 1999 

村田晃一 r土縫からみた官衡の終末一東北地方の場合一J r古代官街の終末をめぐる諮問題』第3回策日本埋蔵文化財研究

会資料 1994 
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v. 西沢遺跡第 8次調査における花粉分析

古環境研究所

1. はじめに

種子植物やシダ植物等が生産する花粉 ・胞子は、分解されにくく堆積物中に比較的良好に保存される。

花粉は、風媒花植物であれば空中に飛散し、虫媒花植物ならば昆虫により運搬さ才1、多くの場合、地表に

落下後土壌中あるいは雨水や河川で運搬され水域に堆積する。花粉分析では、堆積物より抽出した花粉の

種類構成や相対比率から地層の対比を行ったり、植生や土地条件などの古関境や古気候の推定が行われる。

一般には、比較的広域に分布する水成堆積物を対象として、堆積盆単位などのやや広域な植生や環境の復

元に用いられるが、考古遺跡では、堆積域の狭い遺構などの堆積物から、局地的な植生や環境の復元にも

用いられている。

2.試料

分析試料は、 B区南壁セクションで採取したSD452溝跡堆積土の上層と下層の 2点である。

3.方法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村(1973)を参考にして、試料に以下の物理化学処理を施して行つ

た。

1) 5 %水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2)水洗した後、0.5mmの飾で礁などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3)25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4)水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理(無水酢酸9: 1濃硫酸のエルドマン氏液を加

え1分間湯煎)を施す。

5)再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

6)沈濯に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼ、リーで封入しプレパラートを作製する。

以上の物理・化学の各処理問の水洗は、遠心分離(l500rpm、2分間)の後、上澄みを捨てるという操作

を3回繰り返して行った。

検鏡はフ。レパラート作製後直ちに、生物顕微鏡によって300.....，1000倍で行った。花粉の同定は、島倉(1973)

および中村(1980)をアトラスとして、所有の現生標本との対比で、行った。結果は同定レベルによって、

科、 亜科、属、 亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフン(ー)で結

んで示した。なお、科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分で、きる場合はそれらを別の分類群

とした。イネ属に関しては、中村(1974、1977)を参考にして、現生標本の表面模様 ・大きさ ・孔 ・表層

断面の特徴と対比して分類しているが、個体変化や類似種があることからイネ属型とした。
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4.結果

(1 )分類群

出現した分類群は、樹木花粉15、樹木花粉と草本花粉を含むもの 2、草本花粉15、シダ植物胞子3形態

の計77である。これらの学名と和名および粒数を表 lに示し、主要な分類群を写真に示す。以下に出現し

た分類群を記す。

(樹木花粉)

マツ属複維管東亜属、スギ、ハンノキ属、カバノキ属、クマシデ属ーアサダ、クリ、シイ属、プナ属、

コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属一ケヤキ、トチノキ、ブドウ属、モクセイ科、ニワ

トコ属ーガマズミ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科ーイラクサ科、マメ科

(草本花粉)

イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、ミズアオイ属、ギシギシ属、アカザ科ーヒユ科、ナデシコ科、キ

ンポウゲ属、アブラナ科、フウロソウ属、セリ亜科、タンポポ亜科、キク亜科、オナモミ属、ヨモギ属

(シダ植物胞子)

単条溝胞子、三条溝胞子

(2)花粉群集の特徴

SD452溝跡の上層と下層は、樹木花粉より草本花粉および樹木花粉と草本花粉を含む分類群の占める割合

が高い。クワ科ーイラクサ科が最も高く、ヨモギ属、キンポウゲ属の草本花粉の出現率が高い。下層では

キンポウゲ属の出現率が高く、上層ではクワ科ーイラクサ科が増加し、イネ科、アカザ科ーヒユ科、セリ

亜科が微増する。樹木花粉は、ニワ トコ属ーガマズミ属がやや高率に出現するほかは低率である。

5.花粉分析からみた植生と環境

以上の結果から、SD452溝跡およびその周辺は、ヨモギ属やキンポウゲ属の革本とクワ科ーイラクサ科、ニ

ワトコ属ーガマズミ属が多く生育していた。ニワトコ属ーガマズミ属とクワ科ーイラクサ科は、生態上か

ら、 二次林性の低木であるニワトコと荒地に生えるカナムグラが考えられ、ヨモギ属は人為地に分布する

人里植物である。これらのことから、 SD452溝跡およびその周辺は、人為地や荒地に分布するヨモギ属やカ

ナムグラ(クワ科ーイラクサ科)の革本や二次林性の低木であるニワトコ(ニワ トコ属ーガマズミ属)が

生育し、極めて人為性の高い環境であり、高木が分布せず森林は分布していなかったと推定される。キン

ポウゲ属はタガラシやウマノアシガタなどの水田雑草でもある水生植物が考えられ、溝内にはこれらが生

育していたとみなされる。

6.まとめ

西沢遺跡第8次調査のB区南壁セクションで採取したSD452溝跡堆積土の花粉分析の結果、周辺は、人為

地や荒地に分布するヨモギ属やカナムグラ(クワ科ーイラクサ科)の草本と二次林性の低木であるニワト

コ(ニワトコ属ーガマズミ属)が主要に分布し、極めて人為性の高い環境であった。また、周辺には高木
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が分布せず、森林は分布していなかったと推定される。溝内にはタガラシやウマノアシガタ(キンポウゲ

属)などの水田雑草でもある水生植物が生育していた。
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酋沢遺跡第8次調査B区南壁セクション50452溝跡における花粉分析結果表 1

SD452溝跡群類分

Arboreal pollen 樹木花粉

Pinus subgen.Diploxylon マツ属複維管東亜属

Cryptomeria japonica スギ

Alnus ハンノキ属

Betula カバノキ属

Carpinus.Ostrya japonica クマシデ属ーアサダ

Castanea crenata クリ

Castanopsis シイ属

Fagus プナ届

Quercus subgen.Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属

Quercus subgen.Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属

Ulmus.Zelkova serrata ニレ属一ケヤキ 3 

Aesculus turbinata トチノキ l 

目的 ブドウ属 l 

Oleaceae モクセイ科 10 
Sambucus-Viburnum ニワ トコ属ーガマズミ属 54 39 

ArboreaJ . Nonarboreal pollen 樹木 ・革本花粉

Moraceae-Urticaceae クワ科ーイラクサ科 152 

Leguminosae マメ科 l 

Nonarboreal pollen 革本花粉

Gramineae イネ科

Oryza type イネ属型

Cyperaceae カヤツリグサ手ヰ

Monochoria ミズアオイ属

Rumex ギシギシ属

Chenopodiaceae-Amaranthaceae アカザ科ーヒユ科

Caryophyllaceae ナデシコ科

Ranunculus キンポウゲ属

Cruciferae アプラナ科

Geranium フウロソウ属

Apiodeae セリ亜属 11 
Lactucoideae タンポポ亜科 l 

Asteroideae キク亜科 3 3 

Xanthium オナモミ属 1 1 

Artemisia ヨモギ属 82 156 

Fern spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条潜胞子

Trilate type spore 三条総胞子

下層
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樹木花粉

樹木 ・革本花粉

草本花粉

花粉総数

未同定花粉

シダ植物胞子

寄生虫卵

明らかな消化残滋

Arboreal pollen 
Arboreal . Nonarboreal pollen 

Nonarboreal pollen 

Total pollen 
Unknown pollen 

Fern spore 

Helminth eggs (一)

(一)

(ー)

(一)

30 



草本花粉

ヨ
モ
ギ
凪

オ
ナ
モ
ミ
印
刷

キ
ク
国
科

タ
ン
ポ
ポ
亜
科

セ
リ
亜
科

フ
ウ
ロ
ソ
ウ
属

ア
ブ
ラ
ナ
属

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
属

ナ
デ
シ
コ
科

ア
カ
ザ
科
1
ヒ
ユ
科

ギ
シ
ギ
シ
属

ミ
ズ
ア
オ
イ
属

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

イ
ネ
科

マ
メ
科

ク
ワ
科
|
イ
ラ
ク
サ
科

ニ
ワ
ト
コ
属
|
ガ
マ
ズ
ミ
属

モ
ク
セ
イ
科

プ
ド
ウ
属

ト
チ
ノ
キ

ニ
レ
属
l
ケ
ヤ
キ

コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

コ
ナ
ラ
属
コ
ナ
ラ
亜
属

プ
ナ
属

シ
イ
属

均

ノ

什

ノ

ク
マ
シ
デ
崩
l
ア
サ
ダ

カ
バ
ノ
キ
届

ハ
ン
ノ
キ
凪

ス

ギ

マ
ツ
属
複
維
料
日
東
亜
属

シ
ダ
刷
物
胞
子

む
本
花
粉

樹
木
と
革
本

を
含
む
も
の

樹
木
花
粉

跡
吻
も

ZE--
叫
A
W

η
L
 

P
D
 

aaa 
nu 

F
D
 

固圃圃園田同国ト固回同固園田言 一 一 " ，号

、ムム‘ムム上層

回岡田園田園圃圃-ー 干・.一
一ー -一下層

よ

ト1%未満
o 50% 

(花粉総数が基数)

100% 50 o 

西沢遺跡第8次調査B区南壁セクシヨンSD452湾跡における花粉ダイアグラム図1

ι』
] 



1- ... 曹F
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l クリ 2 プナ属 3 コナラ属コナラ亜属 4 コナラ属アカガシ亜属

5 モクセイ科 6 ブドウ属 7 ニワトコ属ーガマズミ属 8 クワ科ーイラクサ科

L-. 

9 イネ科 10 イネ属型 11 カヤツリグサ科 12 ミズアオイ属

》

_ _ _ 11 .t'tn 
--__.. .. ""J"..;与」句ー ~、"

13 アサガ科ーヒユ科 14 キンポウゲ属 15 ナデシコ科 16 ヨモギ腐

ーーー 10μm

花粉遺体の顕微鏡写真
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写真図版



写真図版 1 調査区周辺の空中写真 この空中写真(平成5年llilm>は、建

設省国土地理院長の承認を得て、同院搬

~の~中写真を掲織したものです.

(承認訴号平12東線第87号)



A区遺構検出状況

(北より)

A区遺構完堀状況

(北より)

A区遺構完堀状況

(南丙より)

写真図版2



写真図版3

A区

SI430竪穴住居跡完掘状況

(南より)

A区

SI431竪穴住居跡完掘状況

(西より)

A区

SI432竪穴住居跡完掘状況

(南より)



A区

SI432竪穴住居跡カマド完掘状況

(硝より)

A区

SI432竪穴住居跡・ピッ ト1内土師器

蓋出土状況 (左)

SI433竪穴住居跡 ・煙道部完掘状況

(右 ・西より)

A区

SD445溝跡完掘状況

(東より)
写真図版4
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近世陶器椀(第12図 1) 
近世陶器鉢(第12図3)

近世陶器鑓鉢(第12図2)
近世間器摺鉢(第12図4)
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土鍾(第13図13)
円盤状土製品(第13図14)
円鐙状土製品(第13図12)
中世陶器護 (第12図 5)

中世陶器墾 (第13図10)
中世陶器聾(第12図12)

写真図版6 出土遺物
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